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美作国風俗問状答（右：正月行事の記載、左：二月行事の記載）　得能良平氏蔵・郷土博物館寄託

　

市
史
編
さ
ん
の
た
め
の
資
料
調
査
の
過
程
で
、
江

戸
時
代
後
期
の
美
作
国
内
の
風
俗
を
記
録
し
た
文
書

の
存
在
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
美
作
国
風
俗

問
状
答
」
と
い
う
も
の
で
、
正
月
に
始
ま
る
年
中
行

事
や
冠
婚
葬
祭
、
神
事
・
仏
事
な
ど
が
詳
細
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
（
上
の
写
真
）。
美
作
国
内
の
民
俗
・

風
習
を
記
し
た
類
似
の
資
料
は
確
認
さ
れ
て
お
ら

ず
、
貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
「
美
作
国
風
俗
問
状
答
」
は
、
文
化
末
年
頃

（
１
８
１
０
年
代
）
に
幕
臣
の
屋
代
弘
賢
ら
か
ら
全

国
各
地
の
学
者
へ
届
け
ら
れ
た
「
諸
国
風
俗
問
状
」

に
対
す
る
回
答
に
当
た
る
も
の
で
す
。
公
的
な
調
査

で
は
な
い
も
の
の
、
全
国
的
な
民
俗
調
査
の
先
駆
的

事
例
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
今
ま
で
に
約

20
件
の
回
答
書
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
的
な
調
査
で
な
か
っ
た
た
め
か
、
こ
の
文
書
の

存
在
が
判
明
す
る
ま
で
、
美
作
に
「
風
俗
問
状
」
が

届
け
ら
れ
て
い
た
事
実
も
未
確
認
で
し
た
。
果
た
し

て
誰
が
回
答
作
成
に
携
わ
っ
た
の
か
、
こ
の
文
書
に

個
人
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
現
時
点
で
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
期
に
編
さ
ん
さ
れ
て

い
た
美
作
の
地
誌
「
東
作
誌
」
と
、
そ
の
編
者
の
正

木
兵
馬
と
の
関
連
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。（

小
島
）

や  

し
ろ
ひ
ろ
か
た

ひ
ょ
う
ま
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８
月
22
日　
　

於 

郷
土
博
物
館

　

ま
ず
、
7
月
か
ら
新
し
い
任
期
を
迎
え
、
留
任
さ

れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
に
教
育
長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付

し
、
新
た
な
委
員
長
に
河
本
委
員
、
副
委
員
長
に
は

定
兼
委
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
か

ら
通
史
編
の
執
筆
要
項
案
が
提
案
さ
れ
、
各
部
会
で

も
表
記
法
の
検
討
を
す
べ
く
継
続
審
議
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
度
の
事
業
の
進
捗
状
況
が
報
告

さ
れ
、
委
員
か
ら
は
本
編
各
巻
の
編
集
責
任
者
を
置

く
よ
う
に
と
い
う
意
見
や
、
市
史
研
究
に
座
談
記
録

を
収
録
し
て
は
、
と
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

編
さ
ん
事
業
の
経
過

8
月
22
日 

第
１
回
編
さ
ん
委
員
会

8
月
26
日 

古
代
・
中
世
合
同
部
会

 

 

美
作
学
講
座
第
２
回

8
月
28
日 

第
１
回
民
俗
部
会

8
月  

「
市
史
だ
よ
り
」
第
９
号
発
行

9
月
24
日 

第
１
回
近
世
部
会

10
月
22
日 

美
作
学
講
座
第
３
回

10
月
28
日 

第
２
回
近
現
代
部
会

自
然
風
土
・
考
古
部
会

　
（
部
会
長
：
河
本
委
員
、
副
部
会
長
：
可
児
委
員
）

　

考
古
資
料
編
は
、
来
年
度
刊
行
に
む
け
て
編
集
作

業
中
で
す
。
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
よ
う
で
、
執

筆
者
の
方
が
複
数
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
全
体
を
通
し

て
み
た
場
合
に
細
か
な
部
分
の
調
整
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
通
史
編
は
、
引
き
続
き
執
筆
依
頼
中
で

す
。

古
代
部
会

　
（
部
会
長
：
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
：
今
津
委
員
）

　

古
代
・
中
世
資
料
編
刊
行
に
向
け
、
8
月
26
日
に

古
代
・
中
世
の
合
同
部
会
を
開
催
し
、
資
料
編
の
構

成
や
大
ま
か
な
ペ
ー
ジ
割
り
な
ど
を
協
議
し
ま
し

た
。
12
月
に
中
世
部
会
と
の
合
同
部
会
を
再
度
開
催

し
、
詳
細
を
協
議
す
る
予
定
で
す
。

中
世
部
会

　
（
部
会
長
：
三
好
委
員
、
副
部
会
長
：
久
野
委
員
）

　

8
月
26
日
に
古
代
部
会
と
の
合
同
部
会
を
開
催

し
、
資
料
編
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
今
後
も
資

料
編
に
載
せ
る
資
料
の
選
別
を
順
次
行
い
、
ま
た
、

山
口
県
文
書
館
な
ど
へ
の
資
料
調
査
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

近
世
部
会

　
（
部
会
長
：
定
兼
委
員
、
副
部
会
長
：
在
間
委
員
）

　

9
月
24
日
に
部
会
を
開
催
し
て
、
資
料
編
の
筆
耕

要
領
案
や
資
料
編
・
通
史
編
の
内
容
構
成
に
つ
い
て

協
議
し
た
後
、
各
自
の
現
状
報
告
や
職
員
か
ら
の
調

査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
い
て
個

人
所
蔵
資
料
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

近
現
代
部
会

　
（
部
会
長
：
在
間
委
員
、
副
部
会
長
：
香
山
委
員
）

　

10
月
28
日
に
第
2
回
の
部
会
を
開
催
し
、
資
料
編

に
掲
載
す
る
一
次
候
補
を
集
約
し
、
章
立
て
案
の
詰

め
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。
多
胡
酒
造
か
ら
の
借
用

資
料
の
目
録
作
成
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

執
筆
者
各
自
の
個
別
調
査
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

民
俗
部
会

　
（
部
会
長
：
前
原
委
員
、
副
部
会
長
：
安
倉
氏
）

　

8
月
28
日
に
部
会
を
開
催
し
、
今
後
の
調
査
計
画

や
、
執
筆
分
担
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
秋

に
は
食
に
関
す
る
調
査
や
高
田
神
社
な
ど
の
祭
礼
調

査
も
行
い
ま
し
た
。

部
会
通
信

（
平
成
29
年
８
月
〜
）

29
年
度
第
１
回 

編
さ
ん
委
員
会
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今
年
の
秋
（
9
月
初
め
〜
11
月
半
ば
）、
津
山
の
市

街
地
を
流
れ
る
吉
井
川
で
は
数
十
年
ぶ
り
に
、
吉
井
川

漁
業
組
合
が
漁
場
調
査
の
た
め
に
簗
を
設
置
し
ま
し
た
。

簗
と
は
、
川
に
設
置
し
て
魚
を
捕
獲
す
る
伝
統
的
な
仕

掛
け
や
漁
法
の
こ
と
で
、
堰
な
ど
で
魚
を
誘
導
し
、
竹

の
簀
を
斜
め
に
張
っ
て
、
そ
の
上
に
誘
導
さ
れ
た
魚
が

上
が
る
仕
組
み
で
す
。
遡
上
す
る
魚
を
捕
る
か
降
下
す

る
魚
を
捕
る
か
で
、
簗
を
設
置
す
る
向
き
が
変
わ
り
ま

す
。
今
回
設
置
さ
れ
た
簗
は
下
り
簗
で
、
旧
来
か
ら
の

今津屋橋から見た簗と堰

簗の設置状況と魚の掛かる仕組み

竹
や
木
材
を
使
っ
た
も
の
と
は
違
い
、
写
真
の
と
お
り

鉄
製
の
頑
丈
な
も
の
で
す
が
、
仕
組
み
自
体
に
大
き
な

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
川
の
北
寄
り
の
流
れ
に
堰
を
こ

し
ら
え
て
、
北
岸
に
簗
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
津
山
藩
領
内
で
の
簗
に
つ
い
て
は
、『
津

山
市
史
研
究
』
創
刊
号
で
京
都
府
立
大
学
准
教
授
（
近

世
編
執
筆
者
）
の
東
昇
さ
ん
が
論
考
を
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
文
化
9
年
（
１
８
１
２
）、

吉
井
川
・
加
茂
川
・
香
々
美
川
に
は
47
の
簗
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
簗
で
捕
れ
る
鮎
は
、
美
作
の
産
物
と

し
て
江
戸
時
代
の
書
物
に
も
紹
介
さ
れ
、
津
山
藩
か
ら

幕
府
へ
の
献
上
品
で
も
あ
り
ま
し
た
。

  

　

今
回
の
簗
の
設
置
・
管
理
に
携
わ
ら
れ
た
前
原
啓
志

さ
ん
に
よ
る
と
、
簗
に
掛
か
る
の
を
最
も
期
待
し
て
い

た
の
は
鮎
と
鰻
で
し
た
が
、
実
際
に
は
外
来
魚
や
ヌ
ー

ト
リ
ア
の
ほ
か
に
ゴ
ミ
も
多
く
、
鮎
は
数
匹
程
度
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
今
年
は
大
雨
や
数
度
の
台
風
に
よ
る
増

水
が
あ
り
、
鰻
は
簗
に
掛
か
る
こ
と
な
く
流
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、
吉
井
川
の
在
来
種
で
あ
る

鮒
や
白
鮠
（
追
河
と
も
）
が
１
日
に
13
㎏
と
、
予
想
以

上
に
多
く
掛
か
り
、
今
回
の
漁
場
調
査
に
お
け
る
成
果

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
掛
か
っ
た
ゴ
ミ
は
漁
業
組
合

で
処
理
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
一
時
的
に
せ
よ
海
に
流

れ
込
む
河
川
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。
来
年
も
同
時
期
の
設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

本
流
で
は
数
十
年
ぶ
り
の
設
置

簗
を
掃
除
す
る
前
原
さ
ん
（
上
）
と
捕
れ
た
鮎
（
下
）

せ
き

す

う
な
ぎ

ふ
な

し
ろ
は
え

お
い
か
わ

あ
ゆ

吉
井
川
に
簗
お
目
見
え

や
な

堰で誘導された魚は赤い矢印に沿って進み、
赤丸で囲んだ箇所に打ち上げられます。
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毎
回
好
評
の
「
美
作
学
講
座
」、
今
年
度
の
2
回
目
は
、
洋
学
資
料
館
の
学
芸
員
で

津
山
市
史
編
さ
ん
に
も
関
わ
っ
て
い
る
田
中
が
講
師
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
「
蘭
学
」
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
行
わ
れ
た
研
究
で
あ
る
の
に
対
し
、
英
語
の
書
物
や
英

語
圏
の
人
々
を
通
し
て
行
わ
れ
た
西
洋
学
術
の
研
究
を
「
英
学
」
と
い
い
ま
す
。
講

座
の
冒
頭
で
は
、
こ
う
し
た
英
学
の
定
義
や
、
文
化
5
年
（
1
8
0
8
）
に
起
き
た

フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
を
契
機
に
、
長
崎
の
通
詞
た
ち
が
組
織
的
な
英
学
研
究
を
始
め

た
こ
と
な
ど
、
歴
史
的
な
背
景
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

津
山
藩
に
お
い
て
は
、
い
ち
早
く
宇
田
川
榕
菴
が
英
語
を
学
び
、
天
保
10
年

（
1
8
3
9
）
に
は
、
箕
作
阮
甫
と
と
も
に
幕
府
の
命
令
で
英
文
小
冊
子
の
翻
訳
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
嘉
永
６
年
（
1
8
5
3
）
の
ペ
リ
ー
来
航
に
よ
っ
て
英
学
の
必
要

性
が
高
ま
る
と
、
榕
菴
の
養
子
の
興
斎
は
英
文
法
書
『
英
吉
利
文
典
』
を
刊
行
。
阮

甫
の
養
子
と
な
っ
た
秋
坪
も
、
文
久
年
間
（
1
8
6
1
〜
6
3
）
頃
に
は
独
学
で
修

行
を
開
始
し
、
阮
甫
の
孫
の
麟
祥
は
、
幕
府
の
蕃
書
調
所
で
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』

の
編
纂
に
加
わ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
時
代
を
追
っ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
明
治
初
年
、
秋
坪
は
英
学
塾
三
叉
学
舎
を
開
き
ま
す
が
、
秋
坪
が
中
沢
広

江
に
送
っ
た
手
紙
や
東
京
府
に
提
出
し
た
書
類
か
ら
、
三
叉
学
舎
が
旧
藩
主
松
平
確

堂
の
意
向
に
よ
り
藩
費
で
設
置
さ
れ
る
な
ど
の
開
塾
の
経
緯
や
運
営
の
様
子
、
明
治

14
年
（
1
8
8
1
）
に
閉
塾
届
を
提
出
し
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
江
戸
（
東
京
）
だ
け
で
な
く
、
津
山
に
お
い
て
も
興
斎
の
長
男
準
一
が
英

学
を
教
え
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
資
料
と
と
も
に
紹
介
が
あ
り
、
詳
し
い
調
査
の

実
施
が
今
後
の
課
題
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

蘭
学
か
ら
英
学
へ
移
行
し
て
い
く
時
代
、
津
山
の
洋
学
者
た
ち
の
具
体
的
な
行
動

が
う
か
が
え
る
話
に
、
聴
講
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

第2回の会場の様子

津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）・
美
作
大
学
共
催

美
作
学
講
座

―

津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら―

「
津
山
藩
の
英
学
受
容
　―

箕
作
家
を
中
心
に―

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
：
田
中 

美
穂

　
　
　
　
　
　

         
（
洋
学
資
料
館
学
芸
員
／
近
世
・
近
現
代
担
当
）

第
2
回
　
　
8
月
26
日

あ
き
よ
し

さ
ん  

さ



5

　

こ
の
書
簡
は
、
日
付
・
宛
所
が
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

別
の
書
簡
と
の
関
連
か
ら
、
箕
作
秋
坪
か
ら
旧
藩
主
松

平
家
の
家
令
で
あ
る
中
沢
広
江
に
宛
て
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
広
江
は
津
山
藩
士
で
、
町
奉
行
や
郡
代
、
大

目
付
等
を
歴
任
し
、
明
治
3
年
（
1
8
7
0
）
に
家
令

と
な
り
ま
し
た
。
秋
坪
よ
り
3
歳
年
下
で
、
箕
作
阮
甫

の
門
人
で
も
あ
る
の
で
、秋
坪
と
は
兄
弟
弟
子
の
間
柄
で
す
。

　

浜
町
の
旧
藩
邸
内
に
あ
っ
た
三
叉
学
舎
の
建
物
に

「
家
税
」
が
掛
か
る
こ
と
を
家
令
か
ら
知
ら
さ
れ
た
秋

坪
が
、
塾
の
運
営
状
況
を
理
由
に
税
負
担
が
困
難
な
こ

と
を
説
明
し
、
再
考
を
促
す
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
中
で
秋
坪
が
三
叉
学
舎
の
開

塾
に
あ
た
っ
て
は
藩
が
費
用
を
負
担
し
た
こ
と
、
さ
ら

に
「
老
公
」（
旧
藩
主
松
平
確
堂
）
の
格
別
の
力
添
え

を
受
け
て
、
そ
の
私
邸
の
中
に
作
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、

設
立
の
経
緯
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
す
。「
開
学
明
細

調
」
に
よ
る
と
、
三
叉
学
舎
の
開
塾
は
明
治
元
年
11
月
。

各
藩
の
藩
邸
に
英
学
私
塾
が
開
か
れ
た
例
は
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
早
い
時
期
で
、
津
山
藩
で

は
他
藩
に
先
駆
け
て
英
学
の
導
入
に
努
め
た
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

三
叉
学
舎
は
、
明
治
4
年
に
は
1
0
6
人
も
の
生
徒

が
い
ま
し
た
。
多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
て
経
営
は
順
調

か
と
思
い
き
や
、
教
授
手
伝
の
手
当
な
ど
支
出
が
多
く
、

実
は
生
計
を
立
て
る
の
も
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
田
中 

美
穂
）

【
読
み
下
し
】

（
前
略
）
右
ニ
付
愚
考
仕
候
処
、
当
塾
ハ
元
々
藩
費
ヲ

以
御
取
建
相
成
、
当
時
御
私
邸
内
ニ
有
之
上
ハ
、
御
邸

主
御
所
有
ハ
無
論
之
義
ニ
有
之
候
得
共
、
外
御
長
屋
向

ト
ハ
少
々
相
違
之
廉
も
有
之
哉
ニ
被
存
候
、
尤
△

△
此
建
物
御
邸
主
様
ニ
在
之
ハ
無
用
之
邪
魔
物
ニ
御

座
候
間
×　

 

×
御
邸
地
税
相
極
候
上
ハ
坪
割
ヲ
以

税
金
上
納
可
行
と
ハ
兼
而
心
得
罷
在
候
義
御
座
候
、
扨

生
徒
相
集
居
何
れ
賑
敷
候
間
之
々
順
々
金
子
多
分
集

り
可
申
様
外
見
ハ
有
之
候
得
共
、
中
々
左
様
之
も
の
ニ

ハ
無
之
、
教
授
手
伝
之
者
之
手
当
ヲ
相
始
、
畳
建
具
等

年
分
之
修
復
等
意
外
之
入
費
も
有
之
、
殊
ニ
一
昨
年
取

建
候
新
塾
之
普
請
料
も
年
賦
ニ
而
返
済
仕
居
、
彼
是
冥

計
仕
候
得
ハ
実
ニ
有
余
も
無
之
、
実
ハ
之
ヲ
以
生
計
を

営
候
抔
と
申
訳
ニ
ハ
参
不
申
、
然
ル
ニ
此
上
ヶ
様
手
広

之
場
所
之
家
税
を
差
出
塾
生
を
集
候
ハ
余
り
愚
ニ
属

し
如
何
之
世
ニ
対
し
候
務
と
ハ
乍
申
、
力
ニ
及
申
間
敷

不
得
止
閉
塾
之
上
何
れ
か
へ
転
居
可
仕
か
と
も
相
考

へ
申
、
老
公
ニ
ハ
先
年
起
立
之
砌
も
格
別
御
周
旋
之
次

第
も
有
之
、
全
ク
御
関
係
無
之
と
も
難
申
、
旁
以
此
期

ニ
至
り
如
何
之
処
置
仕
候
方
当
然
ニ
可
有
之
哉
、
御
相

談
仕
候
（
後
略
）

（
挿
入
）

（
挿
入
）

美
作
学
講
座 

関
連
資
料
紹
介

　
中
沢
広
江
宛 

箕
作
秋
坪
書
簡

　
　
　
　

（
中
沢
夏
樹
氏
蔵
・
洋
学
資
料
館
寄
託
）

英
学
塾 

三
叉
学
舎
を
開
設
し
た
経
緯
や

　
　
　
　
　
　
　
塾
の
運
営
状
況
が
う
か
が
え
る
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3
回
目
の
講
師
に
は
、
山
下
香
織
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
山
下
氏
は
、
学
生
時

代
か
ら
美
作
地
域
の
資
料
を
調
査
し
て
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
現
在
は
岡
山
県
立
記
録

資
料
館
で
古
文
書
の
整
理
・
解
読
な
ど
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
津
山
市
史
編
さ

ん
事
業
で
は
、
近
世
・
近
現
代
編
の
担
当
と
し
て
ご
調
査
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
風
俗
問
状
」
と
は
、
幕
臣
の
屋
代
弘
賢
（
１
７
５
８
〜
１
８
４
１
）
ら
が
、

年
中
行
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
約
1
3
0
項
目
に
つ
い
て
尋
ね
る
文
書
「
諸
国
風
俗
問

状
」
を
全
国
各
地
の
学
者
ら
へ
送
り
、
答
書
の
作
成
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
答
書
は
今
ま
で
に
約
20
件
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
は
美
作
国
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
答
書
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

山
下
氏
が
市
史
編
さ
ん
の
た
め
の
調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
郷
土
博
物
館
の
収
蔵
資

料
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
経
緯
を
紹
介
さ
れ
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
正
月
行
事
か
ら
は
じ
ま
り
、
田
植
え
、

亥
の
子
な
ど
子
ど
も
の
行
事
に
至
る
ま
で
、
現
在
の
行
事
風
景
の
写
真
な
ど
も
交
え

て
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
正
月
行
事
の
記
述
割
合
が
高
い
こ
と
、

ま
た
、
神
事
仏
事
の
記
述
に
つ
い
て
は
美
作
の
西
部
が
多
い
こ
と
な
ど
も
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
美
作
国
問
状
答
」
の
作
者
は
誰
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、「
問
状
答
」

の
内
容
と
「
東
作
誌
」
の
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
や
「
問
状
答
」
の
序
文
や
跋

文
の
記
述
な
ど
か
ら
、
現
段
階
で
断
定
は
で
き
な
い
と
し
つ
つ
も
、「
東
作
誌
」
編
者

で
津
山
藩
士
・
兵
学
者
の
正
木
兵
馬
が
作
成
に
携
わ
っ
た
可
能
性
に
言
及
さ
れ
、
ご

講
演
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

台
風
接
近
に
よ
る
悪
天
候
の
影
響
で
、
残
念
な
が
ら
普
段
ほ
ど
の
聴
講
者
数
に
は

達
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
内
容
が
身
近
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
は
興

味
深
そ
う
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第3回の会場の様子

津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）・
美
作
大
学
共
催

美
作
学
講
座

―

津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら―

「『
美
作
国
風
俗
問
状
答
』
に
み
る
江
戸
時
代
の
年
中
行
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
：
山
下 

香
織 

氏

　
　
　
　
　
　
（
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
嘱
託
／
近
世
・
近
現
代
編
執
筆
者
）

第
3
回
　
　
10
月
22
日
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
に
は
、
幕
府
が
直
接
支
配
す

る
幕
府
直
轄
領
（
天
領
）
と
藩
が
支
配
す

る
藩
領
が
あ
り
ま
し
た
。
幕
府
直
轄
領
は
、

本
来
江
戸
幕
府
か
ら
代
官
が
派
遣
さ
れ
て
、

代
官
所
を
置
き
、
年
貢
の
徴
収
な
ど
に
あ

た
り
ま
す
。
預
所
と
は
、
幕
府
か
ら
代
官

を
派
遣
せ
ず
に
、
近
く
の
大
名
に
幕
府
直

轄
領
を
預
け
、
年
貢
の
徴
収
な
ど
の
事
務

を
行
わ
せ
て
い
た
も
の
で
、
一
定
の
手
数

料
が
幕
府
か
ら
預
所
を
持
っ
た
藩
に
支
払

わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
九
月
、
津
山

藩
松
平
家
は
美
作
国
と
備
中
国
の
内
で
合

計
四
万
七
千
石
余
り
の
預
所
を
命
じ
ら
れ

ま
し
た
（
尾
島
治
「
津
山
藩
の
預
地
」『
郷

土
博
物
館
だ
よ
り
』№
24
）。
津
山
藩
で
は

文
化
九
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、

預
所
管
理
の
た
め
に
津
山
と
江
戸
そ
れ
ぞ

れ
に
預
所
御
用
懸
り
を
任
命
し
ま
し
た
。

翌
年
、
津
山
で
預
所
奉
行
が
当
初
郡
代
と

兼
役
で
設
置
さ
れ
、
津
山
藩
の
江
戸
屋
敷

に
も
預
所
奉
行
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
預
所
管
理
は
美
作
や
備
中
で

完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
江
戸
や
大
坂
に

い
た
津
山
藩
の
役
人
達
が
預
所
管
理
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
資
料
を
紹
介

し
、
そ
の
仕
事
の
一
端
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
江
戸
・
大
坂
の
動
き

　

文
化
九
年
に
預
所
を
獲
得
し
た
当
初
、

津
山
藩
は
預
所
に
関
す
る
仕
事
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。「
勘
定
奉
行
日
記
」
文
化
九
年

十
二
月
二
十
五
日
条
に
は
、
津
山
藩
の
江

戸
留
守
居
宅
に
お
い
て
、
福
井
藩
士
篠
原

長
次
郎
か
ら
預
所
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
篠
原
は
、
下
役
人

が
三
人
い
る
が
、
そ
れ
で
も
（
年
貢
を
）

納
め
る
と
き
に
は
忙
し
い
の
で
、
兼
役
で

対
応
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
っ
て
い
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、
預

所
を
獲
得
し
た
文
化
九
年
当
初
は
、
江
戸

屋
敷
で
預
所
御
用
懸
り
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
幕
府
勘
定
所
と
の
や
り
と
り
や
、

預
所
に
関
す
る
書
類
を
書
き
写
す
作
業
が

膨
大
で
あ
っ
た
た
め
、
預
所
に
係
る
役
人

は
増
員
さ
れ
、
翌
年
に
は
預
所
奉
行
が
設

置
さ
れ
ま
し
た（「
江
戸
日
記
」・「
分
限
帳
」）

　

同
じ
時
期
、
大
坂
で
は
、
柏
木
屋
清
右

衛
門
と
い
う
人
物
が
、
御
預
所
御
用
達
・

御
城
米
納
方
・
御
銀
納
方
の
御
用
を
仰
せ

付
け
ら
れ
た
い
、
と
津
山
藩
へ
申
し
出
て

き
た
こ
と
が
勘
定
奉
行
日
記
（
十
一
月
二

十
一
日
）
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
こ
の
人
物
に
頼
ん
だ
形
跡
は
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
預

所
管
理
に
か
か
わ
る
津
山
藩
の
役
人
達
を

分
限
帳
で
見
て
い
く
と
、
津
山
と
江
戸
だ

け
で
は
な
く
、
大
坂
蔵
屋
敷
に
勤
め
て
い

る
役
人
が
預
所
管
理
に
か
か
わ
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
預
所
を
管
理
す
る
上
で
大
坂
で

も
仕
事
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
預
所
の
年
貢

　

預
所
の
年
貢
は
幕
府
の
も
の
で
す
。
津

山
藩
は
年
貢
を
徴
収
し
、
幕
府
に
渡
す
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
天
保
十
二
年
（
一
八

四
一
）
に
松
平
家
が
幕
府
に
納
め
た
預
所

の
年
貢
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
が
資

料
①
で
す
。
預
所
の
年
貢
は
、
米
で
納
め

研
究
ノ
ー
ト
　
預
所
年
貢
と
江
戸
・
大
坂

東
　 

万
里
子

資料①「天保十二年地方勘定下組帳 下」
（向山誠斎編「向山誠斎雑記及雑綴」　　　　　　　　
　　　　　　『江戸幕府財政史料集成下巻』大野瑞男編）　

る
部
分
と
、
銀
で
納
め
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

銀
の
大
部
分
は
大
坂
に
あ
る
幕
府
の
金
蔵
に
納

め
ら
れ
ま
し
た
。
米
は
時
期
に
よ
っ
て
も
違
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
天
保
十
二
年
に
は
、
約

半
分
は
伊
予
の
銅
山
へ
渡
り
、
残
り
の
半
分
は

江
戸
に
廻
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
予
の
銅
山
と

は
別
子
銅
山
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

津
山
藩
が
米
の
受
け
渡
し
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。

　
預
所
年
貢
米
と
江
戸

　

資
料
②「
備
中
国
去
丑
江
戸
御
廻
米
送
状
之

事
」（
郷
土
博
物
館
寄
託
・
中
沢
夏
樹
氏
蔵
）
は
、

預
所
の
年
貢
米
を
江
戸
へ
送
る
と
き
に
作
成
さ

れ
た
送
り
状
の
控
え
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
預

所
作
目
付
を
し
て
い
た
中
沢
仁
兵
衛
は
、
備
中

預
所
の
年
貢
米
を
江
戸
へ
送
る
際
笠
岡
湊
へ
出

役
し
、
年
貢
米
を
改
め
た
上
で
廻
船
の
出
帆
を

見
届
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
津
山
藩
の
江
戸
深

川
下
屋
敷
に
い
る
児
玉
喜
藤
治
へ
、
江
戸
に
着

い
た
ら
米
を
改
め
た
上
で
受
取
る
よ
う
に
と
送

り
状
を
作
成
し
、
控
を
保
管
し
て
お
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
児
玉
喜
藤
治
は
こ
の
時
期
江
戸

屋
敷
で
預
所
奉
行
を
し
て
い
た
人
物
で
し
た
。

江
戸
で
預
所
年
貢
米
を
受
け
取
っ
た
児
玉
は
、

幕
府
へ
渡
す
手
続
き
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
預
所
年
貢
銀
と
大
坂

　

資
料
③「
上
納
申
銀
子
之
事
」（
郷
土
博
物
館

蔵
・
竹
内
佑
宜
氏
寄
贈
）
は
、
大
坂
蔵
屋
敷
に

勤
め
て
い
た
津
山
藩
役
人
が
控
か
雛
形
と
し
て

の
こ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。
差

出
人
の
一
人
で
あ
る
江
見
又
八
郎
は
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
当
時
大
坂
御
金
方
御
米
方
目
付

を
し
て
い
た
人
物
で
、
他
三
人
も
大
坂
詰
の
役

人
達
で
す
。
宛
先
で
あ
る
永
井
能
登
守
・
柴
田

日
向
守
は
大
坂
町
奉
行
で
、
他
四
名
の
内
二
名

（
二
名
は
不
明
）
も
大
坂
関
連
の
役
人
だ
と
考

え
ら
れ
、
津
山
藩
大
坂
詰
の
役
人
達
が
、
預
所

で
あ
る
備
中
の
年
貢
銀
を
大
坂
の
幕
府
役
人
に

上
納
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。「
天

保
四
年
分
大
坂
金
蔵
勘
定
帳
」（『
江
戸
幕
府
大

坂
金
蔵
勘
定
帳　

史
料
纂
集
古
記
録
編
』
大
野

瑞
男
校
訂　

八
木
書
店
）
に
も
、
松
平
家
が
預

所
の
年
貢
銀
を
大
坂
の
金
蔵
に
納
め
て
い
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
わ
り
に

　

預
所
管
理
は
、
江
戸
や
大
坂
な
ど
で
の
処
理

も
必
要
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
江
戸
屋
敷
・
大

坂
蔵
屋
敷
の
機
能
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い

点
で
す
。
し
か
し
、
細
か
な
部
分
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
で
す
。

資料①「天保十二年地方勘定下組帳 下」資料①「天保十二年地方勘定下組帳 下」

研究ノート

美
作
国　
　
　
　
　
　

松
平
三
河
守
御
預
所

高
壱
万
六
千
六
百
八
拾
壱
石
六
斗
弐
升
弐
合

　
　

銀
百
弐
拾
五
貫
九
百
八
拾
六
匁
八
分
五
厘
五
毛

　
　

米
三
千
弐
百
三
拾
石
五
斗
三
升
四
合

　
　
　
　

右
渡
方

　

米
千
五
百
石　
　
　
　
　
　

予
州
銅
山
師
渡
米

　

米
三
石
三
斗　
　
　
　
　
　

寺
院
御
寄
附
米

　
　
　
（
中
略
）

　
　

渡
合
銀
九
貫
弐
百
六
拾
四
匁
四
分
四
厘

　
　
　
　

米
千
五
百
四
拾
五
石

　

残

　

銀
八
百
八
拾
匁
六
分
八
厘
八
毛　
　
　
　
　
　

江
戸　

御
金
蔵
納

　

銀
百
拾
五
貫
八
百
四
拾
壱
匁
七
分
弐
厘
七
毛　

大
坂　

同
断

　

米
千
六
百
八
拾
五
石
五
斗
三
升
四
合　
　
　
　

江
戸　

御
蔵
納
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
に
は
、
幕
府
が
直
接
支
配
す

る
幕
府
直
轄
領
（
天
領
）
と
藩
が
支
配
す

る
藩
領
が
あ
り
ま
し
た
。
幕
府
直
轄
領
は
、

本
来
江
戸
幕
府
か
ら
代
官
が
派
遣
さ
れ
て
、

代
官
所
を
置
き
、
年
貢
の
徴
収
な
ど
に
あ

た
り
ま
す
。
預
所
と
は
、
幕
府
か
ら
代
官

を
派
遣
せ
ず
に
、
近
く
の
大
名
に
幕
府
直

轄
領
を
預
け
、
年
貢
の
徴
収
な
ど
の
事
務

を
行
わ
せ
て
い
た
も
の
で
、
一
定
の
手
数

料
が
幕
府
か
ら
預
所
を
持
っ
た
藩
に
支
払

わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
九
月
、
津
山

藩
松
平
家
は
美
作
国
と
備
中
国
の
内
で
合

計
四
万
七
千
石
余
り
の
預
所
を
命
じ
ら
れ

ま
し
た
（
尾
島
治
「
津
山
藩
の
預
地
」『
郷

土
博
物
館
だ
よ
り
』№
24
）。
津
山
藩
で
は

文
化
九
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、

預
所
管
理
の
た
め
に
津
山
と
江
戸
そ
れ
ぞ

れ
に
預
所
御
用
懸
り
を
任
命
し
ま
し
た
。

翌
年
、
津
山
で
預
所
奉
行
が
当
初
郡
代
と

兼
役
で
設
置
さ
れ
、
津
山
藩
の
江
戸
屋
敷

に
も
預
所
奉
行
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
預
所
管
理
は
美
作
や
備
中
で

完
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
江
戸
や
大
坂
に

い
た
津
山
藩
の
役
人
達
が
預
所
管
理
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
資
料
を
紹
介

し
、
そ
の
仕
事
の
一
端
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
江
戸
・
大
坂
の
動
き

　

文
化
九
年
に
預
所
を
獲
得
し
た
当
初
、

津
山
藩
は
預
所
に
関
す
る
仕
事
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。「
勘
定
奉
行
日
記
」
文
化
九
年

十
二
月
二
十
五
日
条
に
は
、
津
山
藩
の
江

戸
留
守
居
宅
に
お
い
て
、
福
井
藩
士
篠
原

長
次
郎
か
ら
預
所
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
篠
原
は
、
下
役
人

が
三
人
い
る
が
、
そ
れ
で
も
（
年
貢
を
）

納
め
る
と
き
に
は
忙
し
い
の
で
、
兼
役
で

対
応
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
っ
て
い
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、
預

所
を
獲
得
し
た
文
化
九
年
当
初
は
、
江
戸

屋
敷
で
預
所
御
用
懸
り
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
幕
府
勘
定
所
と
の
や
り
と
り
や
、

預
所
に
関
す
る
書
類
を
書
き
写
す
作
業
が

膨
大
で
あ
っ
た
た
め
、
預
所
に
係
る
役
人

は
増
員
さ
れ
、
翌
年
に
は
預
所
奉
行
が
設

置
さ
れ
ま
し
た（「
江
戸
日
記
」・「
分
限
帳
」）

　

同
じ
時
期
、
大
坂
で
は
、
柏
木
屋
清
右

衛
門
と
い
う
人
物
が
、
御
預
所
御
用
達
・

御
城
米
納
方
・
御
銀
納
方
の
御
用
を
仰
せ

付
け
ら
れ
た
い
、
と
津
山
藩
へ
申
し
出
て

き
た
こ
と
が
勘
定
奉
行
日
記
（
十
一
月
二

十
一
日
）
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
こ
の
人
物
に
頼
ん
だ
形
跡
は
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
預

所
管
理
に
か
か
わ
る
津
山
藩
の
役
人
達
を

分
限
帳
で
見
て
い
く
と
、
津
山
と
江
戸
だ

け
で
は
な
く
、
大
坂
蔵
屋
敷
に
勤
め
て
い

る
役
人
が
預
所
管
理
に
か
か
わ
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
預
所
を
管
理
す
る
上
で
大
坂
で

も
仕
事
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
預
所
の
年
貢

　

預
所
の
年
貢
は
幕
府
の
も
の
で
す
。
津

山
藩
は
年
貢
を
徴
収
し
、
幕
府
に
渡
す
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
天
保
十
二
年
（
一
八

四
一
）
に
松
平
家
が
幕
府
に
納
め
た
預
所

の
年
貢
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
が
資

料
①
で
す
。
預
所
の
年
貢
は
、
米
で
納
め
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資料②「備中国去丑江戸御廻米送状之事」
（後半部分）

資料③「上納申銀子之事」

る
部
分
と
、
銀
で
納
め
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

銀
の
大
部
分
は
大
坂
に
あ
る
幕
府
の
金
蔵
に
納

め
ら
れ
ま
し
た
。
米
は
時
期
に
よ
っ
て
も
違
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
天
保
十
二
年
に
は
、
約

半
分
は
伊
予
の
銅
山
へ
渡
り
、
残
り
の
半
分
は

江
戸
に
廻
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
予
の
銅
山
と

は
別
子
銅
山
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

津
山
藩
が
米
の
受
け
渡
し
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。

　
預
所
年
貢
米
と
江
戸

　

資
料
②「
備
中
国
去
丑
江
戸
御
廻
米
送
状
之

事
」（
郷
土
博
物
館
寄
託
・
中
沢
夏
樹
氏
蔵
）
は
、

預
所
の
年
貢
米
を
江
戸
へ
送
る
と
き
に
作
成
さ

れ
た
送
り
状
の
控
え
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
預

所
作
目
付
を
し
て
い
た
中
沢
仁
兵
衛
は
、
備
中

預
所
の
年
貢
米
を
江
戸
へ
送
る
際
笠
岡
湊
へ
出

役
し
、
年
貢
米
を
改
め
た
上
で
廻
船
の
出
帆
を

見
届
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
津
山
藩
の
江
戸
深

川
下
屋
敷
に
い
る
児
玉
喜
藤
治
へ
、
江
戸
に
着

い
た
ら
米
を
改
め
た
上
で
受
取
る
よ
う
に
と
送

り
状
を
作
成
し
、
控
を
保
管
し
て
お
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
児
玉
喜
藤
治
は
こ
の
時
期
江
戸

屋
敷
で
預
所
奉
行
を
し
て
い
た
人
物
で
し
た
。

江
戸
で
預
所
年
貢
米
を
受
け
取
っ
た
児
玉
は
、

幕
府
へ
渡
す
手
続
き
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
預
所
年
貢
銀
と
大
坂

　

資
料
③「
上
納
申
銀
子
之
事
」（
郷
土
博
物
館

蔵
・
竹
内
佑
宜
氏
寄
贈
）
は
、
大
坂
蔵
屋
敷
に

勤
め
て
い
た
津
山
藩
役
人
が
控
か
雛
形
と
し
て

の
こ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。
差

出
人
の
一
人
で
あ
る
江
見
又
八
郎
は
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
当
時
大
坂
御
金
方
御
米
方
目
付

を
し
て
い
た
人
物
で
、
他
三
人
も
大
坂
詰
の
役

人
達
で
す
。
宛
先
で
あ
る
永
井
能
登
守
・
柴
田

日
向
守
は
大
坂
町
奉
行
で
、
他
四
名
の
内
二
名

（
二
名
は
不
明
）
も
大
坂
関
連
の
役
人
だ
と
考

え
ら
れ
、
津
山
藩
大
坂
詰
の
役
人
達
が
、
預
所

で
あ
る
備
中
の
年
貢
銀
を
大
坂
の
幕
府
役
人
に

上
納
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。「
天

保
四
年
分
大
坂
金
蔵
勘
定
帳
」（『
江
戸
幕
府
大

坂
金
蔵
勘
定
帳　

史
料
纂
集
古
記
録
編
』
大
野

瑞
男
校
訂　

八
木
書
店
）
に
も
、
松
平
家
が
預

所
の
年
貢
銀
を
大
坂
の
金
蔵
に
納
め
て
い
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
わ
り
に

　

預
所
管
理
は
、
江
戸
や
大
坂
な
ど
で
の
処
理

も
必
要
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
江
戸
屋
敷
・
大

坂
蔵
屋
敷
の
機
能
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い

点
で
す
。
し
か
し
、
細
か
な
部
分
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
で
す
。
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